
竹竹(Tak6 Dake) メッセ-ジ『音楽への愛と感謝』

このグフkプの楽器は全てアジアに原生する竹のみで作られています。フレームや台等に一部金属や木を使

用しておりますが、振動して音を出す部分はドラムやコンガの皮面に至るまで全て力S竹でできています。

そして、それらの楽器にて編成されたパンド『竹竹』のサウンドはアジアを中心とした様々な音楽に感化され

ております。全ての音楽は人の心を動かし、音や静寂の向こうにある何力,大きなものに触れさせることので

きる偉大な力を持っているのではないでしよう力)。

世界の音楽への愛と感謝、それが『竹竹』の最大のメッセージです。日も中国、インド、インドネシア、そ

の他の国々の偉大な音楽の伝統に感化され『竹竹』の音楽は作られてきました。楽器、リズん音階、構成

などそれぞれの文化全てに固有の表現法力：見られそれらは竹だけで生み出すことのできる新しい音を育て

るための豊かな土壌を与えてくれています。 an

『竹竹』に使われている竹は、日本、中国、インドネシア、フィリma

ピン、ペトナム、カンポジア、インド、ハワイなどの各地から得醒プJ

られたものです。竹だけを使うことで、この柔軟性に富む天然まm

材力sそれらの地域の文化にいかに重要な役割を果たしているかを・n

皆様にお伝えできればと思います。『竹竹』の自然の音を紡ぎ合わ, 環

せて作った音楽をお聴きになった皆様に、竹という美しい天然資�i

源を通して、我々の周りの環境を再認識し雄大なアジアの自然a1

の尊さを実感していただければと願っています。 ・a
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John ・ 5SUJ ・ Neptune
ジョン・かいざん.ネプチューン

(尺八)

19 51年カリフオルニア州オークランドに生ま

打る。

尺八奏者であり、ジャズアーテイスト、作曲

家など多彩かつハイレペルな音楽活動を展開

している。

1973年ハワイ大学時代に尺八の勉強のため

に京都へ短期留学。卒業後、本格的に京都に

居を構え、精進を経て都山流の師範免許と共

に雅号「海山」を授与される。その後コンテ

ンポラリーミュージッタ界に確カュな軌跡を刻

み続けてきた。昭和55年度芸術祭優秀賞を外

国人アーテイストとしては初めて獲得した。

1991年には琴とパーカッションを加えて、異

色のバンド『トウキョウスフアー』を結成する

など、前人未到の風土の中へと尺八を携えて

いき、新境地を開拓していった。

浜田均
はまだひとし

Mark DeRose
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1953年北海道富良野に生まれる。

高等学校の艦音楽タラプでジャズバンドを作

って演奏を始める。東京都立大学理学部物理

学科に進学するが、その傍ら早稲田大学モダ

ンジャズ研究会に参加して、ヴィプラフオン

で演奏活動を始める。

その後もジャズの道にのめり込んでいき、辛

業後音楽の道を志す。そのため、東京芸術大

学別科打楽器に進学して有貿誠門、高橋養智

子に師事。修了と同時に猪�猛のグノkプ「フ

オース」でプロデピューする。そこで、ジヤズ

ヴィプラフオン奏者として高い評価を得る。

グループ解散後は、フリーランスミュージシ

ャンとして多数のセッション、レコーディン

グに参加。

(竹のドラム)

1961年ニューヨークに生まれる。

趣味は空手、カンフー。

ドラムス・バーカッションの作曲、編曲を手懸

ける。

最近ではNHK BS2 「流行最前線JでGAOと

セッション。NHK総合テレピ「ふるさと民謡

スペシャル」など出演。

平安建都プレイペント「未来舞台in TOKYOJ

では、和太鼓と共演。平安建都1200年の才

ープこングで自作の『京'鼓'動』を披露。

Christopher Hardy
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納見義徳
のうみよしのり

善取良彦
かとりよしひこ

(竹のパーカツシヨン)

アメリカ、ミネアポリス出身。

1988年ミシガン大学音楽部打楽器専攻を卒

業。打楽器をマイケル・ユダオ、ヴィプラフオ

ンをテッド・ピルツェッカー、作曲をジョージ.

ウィルソンに師事。

1995年には政府主催による戦後50年の集い

(国立劇場)での開幕の音楽を担当。定期的な

リサイタルは、各誌で高い評価を受けている。

数少なし、バンドドラムのスペシャリストとし

て、ジャズや中近東音楽、中世の古楽器演奏

グノkプなどとの共演を重ねている他、創作

楽器や演奏法などの開拓による、独自のサウ

ンド作り力:他のジヤンルのアーテイストと共

鳴し、多くのコラポレーションを生み出して

いる。

(竹の/\’ーカツシヨン)

日本ラテンパーカッション協会会長。

チャーリー石黒と東京パンチョス」、「見砂直

輝と東京キューバンポーイカ等のラテンバン

ドで活躍。

1975年単身で、キューパに本格的ラテンリ

ズムを学びに行き、それ以後キューパ、メキ

シコ、ペメレ等の中南米諸国を幾度となく訪

れるなど、リズムの研究を続けている。

「オルケスタ246」レ、パナクラカ「トキオソンJ

等のサノげバンドを率い、「バスター」「上田力

とパワーステーション」等のフュージョンパン

ドにも席を置き、モンタレージヤズフェステイ

) 、’ルに出演する等、ジャズの演奏も行ってきた。

現在はスタジオミュージシヤンとして活躍す

ると共にラテン、ジャズ、邦楽と、幅広く活

躍している。

(バンペ�刀

1960年大阪生ま仏

高等学校在学中より多くの楽器に親しみ、指

揮-編曲を始める。この頃の音楽の好みは、フ

t久ルツ久トジーねニング、フr

ジョスジャズヘと急速に変わる。

早稲田大学在学中に所属したハイ’ソサェテイ

一オーケストラにおいて、ピアノ、ヴアイプ

を始める。ヴァイプを浜田均氏、アレンジを

北川祐氏に師事。在学中よりライプ等の音楽

活動を始め, 1987年パークリー音楽大学に

入学。在学中はゲイリー'バートンに飾事。デ

ューク・ェリントンに奨学金を得る。

1989年帰国後、演奏では自己のコンポや才

ーケストラ等で活躍。スタジオワーク等の他

にドラムレストリオで各地へのツアーもbっ

ている。

越前竹人形の里展 とき：5月25日(金)̃28日旧)
午前9時～午後6時30分(最終日は6時終了)

ところ：画廊越美館
福井市春山2-6-1 TEL 0776-23-5028
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